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木村芳郎 陶芸展［
TENRAI

天籟］

響く碧（あお）、空と海の時間。

開催のご案内
会　　場：新宿パークタワー 1F「ギャラリー・ 1」
会　　期：2002年 9月 6日（金）～30日（月）

新宿パークタワー「ギャラリー・1」（新宿区西新宿 3-7-1）では、来る 9月 6日（金）

～30日（月）まで、木村芳郎 陶芸展「
TENRAI

天籟」響く碧（あお）、空と海の時間。

を開催します。

本展は、刻々と変化する自然界の『
あお

碧』を創造する陶芸家・木村芳郎氏の作品展です。
瀬戸内海の“あお”を見て育った木村氏は、20 代でヨーロッパやアフリカの空と海の
“あお”に出会い、その色を焼き物にしたいと考えました。現在、1,000色もの『碧』
を持つ木村氏の作品は、色〈碧〉とフォルムのみで表現されています。碧の釉薬を何
度も重ね、手間と時間をかけて焼き上げる、しかし、納得できる作品は、2 割に満た
ないと語る木村氏。その様にして生まれた、透明度の高い『碧』と、おおらかでシャ
ープなフォルムを持つ氏の作品は、見る者の五感に訴え、心の琴線に触れます。

「幻想的な水の惑星～時空を超えた静新で凛とした雰囲気～」をイメージした本展は、
自然の声を聴くという意味を持つ［天籟（てんらい）］の言葉どおり、水の流れや風の声
が内在する作品で構成されます。
「ゆらぎ」と「屹立」という相反するフォルムを、『碧』で表現した近年の作品を中
心に、掌サイズの作品など約 20点を展示します。

本資料をご参照の上、「イベント・展覧会情報」としてご紹介いただければ幸いです。
また、ご取材を賜りますよう、ご検討の程よろしくお願いいたします。



［開催概要］

◆名　　称：木村芳郎 陶芸展「
TENRAI

天籟」
響く碧（あお）、空と海の時間。

◆会　　期：2002年 9月 6日（金）～30日（月）　会期中無休
※30日のみ 16：00終了

◆時　　間：午前10時 30分～午後 6時 30分
◆会　　場：新宿パークタワー 1F「ギャラリー・ 1」
          （新宿区西新宿 3-7-1　新宿パークタワー 1F TEL:03-5322-6633）

電　車：JR 新宿駅南口から初台方面に徒歩約 12 分

京王新線初台駅から徒歩約 8 分

地下鉄：大江戸線都庁前駅から徒歩約 8 分

バ　ス：新宿駅西口京王百貨店前から都営バス「新宿車庫」行にて

「西参道下車」

シャトルバス（無料）10:10～18:50 の間、新宿駅西口の新宿エルタワー前から

10～15 分間隔で運行

※但し、曜日により運行時間が異なる場合もあります。

◆主　　催：パークタワー・アートプログラム
◆提　　供：東京ガス都市開発株式会社
◆入　　場：無料
◆展示内容：陶芸作品、約 20点

＜この件に関するお問い合わせは下記までお願いします。＞

パークタワー・アートプログラム　担当：綿野
〒163-1004　新宿区西新宿 3-7-1　新宿パークタワー4F

東京ガス都市開発株式会社
TEL: 03-5322-6633　FAX: 03-5322-6635
（平日の午前 9時 30分～午後 5時 30分まで）
URL：http://www. shinjukuparktower.com

または
アーバン・コミュニケーションズ　担当：永田、加藤

TEL: 03-5444－6128　FAX: 03-5442-8622



【木村芳郎（きむらよしろう）　プロフィール】
 

1946 年 愛媛県生まれ
1970 年 岡山商科大学商学部卒業
1976～2001年 日本伝統工芸展入選
1984 年 日本伝統工芸展奨励賞
1985 年 広島文化奨励賞
1987 年 「現代日本陶芸展」出品（アメリカ・東ヨーロッパ巡回—国際交流基金）
1989 年 陶芸ビエンナーレ準大賞
1990 年 ヒロシマ・アート・グラント’90 受賞
1991 年 ファエンツァ国際陶芸ビエンナーレ’91 出品（イタリア）

フレッチャーチャレンジ国際陶芸展出品（ニュージーランド）
1992 年 日本の陶芸「今」百選展出品（パリ・東京他）
1964 年 広島文化賞
1996 年 「現代日本陶磁の秀作展」出品（上海・バンコク他—国際文化協会）

「現代日本の工芸展」出品（世界各地巡回—国際交流基金）
1998 年 「現代日本の伝統陶芸展」出品（トルコ文化庁）
1999 年 スペイン、ポルトガルでワークショップ（国際交流基金）

「青の表現」出品（式年遷宮記念神宮美術館）
「現代日本の陶芸展」出品（オランダ）
日本の工芸「今」百選展出品（パリ・東京他）

2000 年 ヘルシンキ 2000（茶の湯現代の造形）展出品（フィンランド）
台湾金陶奨「国際陶芸展」銅賞

2001 年 金重陶陽賞
韓国世界陶磁ビエンナーレ出品

（個　展）
広島三越、日本橋三越、銀座和光ホール、銀座黒田陶苑、赤坂グリーンギャラリー
GALLERY DAIICHI ARTS（ニューヨーク）

（パブリック　コレクション）
東京国立近代美術館工芸館、国際交流基金、宮内庁、岐阜県現代陶芸美術館
神宮（外宮神楽殿）、田部美術館（松江）、広島県立美術館、東広島市立美術館
滋賀県立陶芸の森陶芸館・研修館
ファエンツァ国際陶芸美術館（イタリア）
オークランド インスチチュウト＆ミュージアム（ニュージーランド）
サラマンカ大学日西文化センター（スペイン）
サラマンカ市立アールヌーボ・アールデコ美術館（スペイン）
国立アズレージョ美術館（リスボン）
ヴィクトリア＆アルバート美術館（ロンドン）
セーブル国立陶磁博物館（パリ）
台北縣立鶯歌陶瓷博物館（台湾）

現在　日本工芸会正会員


